
一般社団法人セキュリティ対策推進協議会（SPREAD）

◎相談に応じられる人材育成

情報セキュリティサポーターの育成

累計966名のサポーターを育成。
会員登録206名、実際の活動に結び付け
られるようボランティア保険の提供など
団体として支援を行っている。

また知見・知識の共有・支援としてCISSPを
保有した個人をコミュニティに受け入れ社会
貢献に協力をいただいている。
約50名のCISSPホルダーが会員登録。

約 3０ある全国のＮＰＯなどの啓発団体へ
情報共有や資料提供などの支援を行うことで
各地域での啓発活動の発展を後押ししている。

知識のみでなく、啓発に必要なマインドに
ついても『サポーター憲章』にて共有し、
押し付けでないセキュリティマインドを
育成している。
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◎相談に応じられる人材育成・支援のためのセミナー・イベント

『プロに学ぶ！
セキュリティとモラルを教える人のための指導者養成セミナー』

若年層や高齢者にインターネットの使い方について話す機会のある教育関係者をはじめ、
警察や自治体関係者、非営利目的でセミナーを実施する個人、法人、非営利団体など、
情報セキュリティや情報モラルについてお話しする（今後される）立場の方を主な対象とし、
情報セキュリティや情報モラルの大切さをより多くの方に伝えていただく能力を高める
指導者養成セミナーを開催。地域の課題を地域で解決できるよう各地域での人材育成を推進。

（2017年9月より静岡、岐阜、福岡、東京にて開催、2月24日東京）

『第4回SPREADサポーターズ・ミーティング』

置き去りにしないをモットーに地域で自身でセキュリティ対策ができない人たちを
サポートし、相談に応じる人材、SPREAD情報セキュリティサポーターの会合。
サポーターのサポーターによるサポーターのための会合として毎年行っている。
平成29年度は「ＡＩ時代のセキュリティ」、「最近のSNS動向とトラブル事例」、「メディア
リテラシー ～ フェイクニュースや間違った情報にだまされないために」など最新の知見や知識
について学ぶとともに、一般ユーザーにはまだハードルの高い二段階認証についての適切に
サポートを実践できるようハンズオンを行った。また、地域で活動を推進しているサポーターの
事例の共有を行った。（2017年10月21日東京）
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『SPREAD的気になるセキュリティセミナー』

「置き去りにしないセキュリティ」の実現を目指し
活動しているSPREADとして気になるセキュリティの話題を
専門家のお話を伺いいつつ、他人事ではなく「自分事」として考えるセミナーを開催。
「ホームネットワークセキュリティ」、「ダークウェブ」、「IoTのセキュリティ」、
「セキュリティ対策ソフト」などをテーマに2017年は現在までに4回開催。

『参加者全員で考えるSPREAD情報セキュリティ勉強会』

SPREAD情報セキュリティサポーターによる勉強会。
知識やスキルの共有だけでなく、グループディスカッションを参加者全員で行うことにより
他人事ではなく自分ごととして考え、啓発について理解を深め、正しい知識を周囲に広めて
いく支援を行っている。年間4回程度の開催、2017年は5月、9月に開催し次回は災害×ITを
テーマに1月13日に開催予定。
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◎情報発信
SPREAD的気になるニュース（冊子・Web公開）
SPREAD的気になるセキュリティブログ

相談にのる際に具体的にどうしたらいいの？を解決するのに
役立つよう資料を配布、公開。

Twitter @spread_jp（3,500名以上のフォロワー）
FBページ（1,800名以上のフォロワー）
メルマガ（500名以上の登録）

IT・セキュリティ関連のニュースを共有
アップデート情報、フィッシング情報についても
迅速に共有。特にフィッシング情報については
実際に被害に遭った場合の連絡先などの情報も共有している。

◎その他
講師派遣、イベントでのスマホ・パソコン・インターネットよろず相談
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